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販売窓口

能美ふるさとミュージアム　

根上図書館　寺井図書館　辰口図書館

ブックメイトとくひさ書店　中西書店　北国書林辰口店

能美市では令和５年（202３）から市史編纂室を設置し「能美市史」刊行に

向けた事業を進めてきました。能美市誕生20周年の節目に、1冊目となる

『図説 能美市の歴史』を刊行し、販売を開始します。原始・古代から現代ま

での主なできごとを分かりやすく解説した内容となっています。

発
売
日 

令
和
７
年
５
月
１
日
（
木
）



« 問い合わせ・送り先 »

能美市史編纂室
石川県能美市寺井町レ 83 番地 8

　　　　　　（能美市立寺井図書館内）

ＴＥＬ：0761-41-5581　ＦＡＸ：0761-57-8401

E-mail：bunkazai@city.nomi.lg.jp

能美ふるさとミュージアム
石川県能美市寺井町を１番地１

ＴＥＬ：0761-58-5250　ＦＡＸ：0761-58-5251

E-mail：museum@city.nomi.lg.jp

刊行年度 種　別 内　容

令和６年度 図説編（本書）
能美市の歴史を写真や図版をたく

さん使って紹介

令和８年度 資料編 古代・中世編 飛鳥時代～戦国時代の古文書紹介

以下の６巻

は令和 9 年

度以降に随

時刊行

資料編　考古編
旧石器時代～室町時代の出土品紹

介

資料編　近世編
安土桃山時代～江戸時代の古文書

紹介

資料編　近現代編 明治時代～現代の資料紹介

資料編 特論「古墳編」
能美市の特色である能美古墳群を

中心とした出土品紹介

資料編 特論「九谷焼編」
能美市の代表的特産品の九谷焼を

紹介

通史編 能美市の歴史を編年体で紹介

原
始
・
古
代

1  

能
美
の
地
勢
と
環
境

2  

2

万
4

千
年
前
の
灯
台
笹
遺
跡
群

3  

縄
文
人
の
暮
ら
し
と
祈
り

4  

弥
生
集
落
と
首
長

5  

能
美
市
の
古
墳

6  

秋
常
山
１
号
墳

7  

和
田
山
23

号
墳
出
土
の
須
恵
器
文
字

8  

加
賀
立
国
以
前
の
ふ
る
さ
と

9  

能
美
丘
陵
の
土
器
づ
く
り

10 
 

能
美
の
古
代
遺
跡

11  

加
賀
立
国
と
能
美
郡
の
分
立

中 

世

1  

板
津
介
成
景
の
開
発
本
領

2  

得
橋
郷
の
構
成
と
郷
内
の
騒
乱

3  

長
滝
の
経
塚
と
七
ツ
滝

4  

守
護
富
樫
氏
の
山
上
郷
領
有

5  

白
山
水
引
神
人
と
寺
井
市

6  

中
世
能
美
市
域
の
交
通
と
流
通

7  

宮
竹
の
中
世
墓
地
と
石
塔
文
化

8  

郡
家
荘
を
め
ぐ
る
公
家
・
寺
社
・
武
家
の
動
向

9  

能
美
郡
へ
の
真
宗
の
ひ
ろ
が
り

10 
 

大
坂
本
願
寺
と
寺
井
称
仏
寺

11  

板
津
組
・
山
上
組
の
一
揆

近 

世

1  

賤
ヶ
岳
合
戦
後
の
能
美
郡
支
配

2  

能
美
郡
の
太
閤
検
地

3  

前
田
利
長
の
南
加
賀
領
有

4  

改
作
法
と
村
御
印

5  

富
山
藩
領
の
村
々

6  

能
美
郡
御
代
官

7  

寺
井
御
蔵
と
蔵
番

8  

十
村
と
十
村
組

9  

村
々
の
産
業
と
産
物

10 
 

浜
方
の
生
活
と
生
業

11  

手
取
川
と
流
域
の
村
々

12  

粟
生
の
渡
し

13  

寺
井
・
粟
生
宿
と
一
里
塚

14  

「
品
々
帳
」に
見
る
村
と
高

15  

寺
院
・
道
場
と
講

16  

宮
竹
用
水
と
二
ヶ
用
水

17  

能
美
復
興
九
谷
の
系
譜

18  

九
谷
焼
の
起
こ
り
と
系
譜

19  

絵
馬
の
諸
相

20  

社
と
石
造
物

近 

代

1  

明
治
維
新
と
北
能
美

2  

小
学
校
の
発
足

3  
町
村
制
の
施
行

4  

寺
井
事
件
と
駒
田
小
次
郎

5  

新
田
甚
左
衛
門
と
織
物
業
の
発
展

6  

産
業
九
谷
の
近
代

7  

近
代
九
谷
の
名
品

8  

耕
地
整
理
と
用
水

9  

大
地
主
酒
井
芳

10 
 

日
清
・
日
露
戦
争

11  

日
露
戦
後
の
町
村
合
併

12  

氏
子
札
と
神
社
統
合

13  

農
家
小
組
合
の
農
畜
産
つ
く
り

14  

海
浜
の
な
り
わ
い

15  

山
里
の
く
ら
し

16  

明
治
期
の
物
流
と
交
通
網
整
備

17  

寺
井
駅
の
開
業

18  

能
美
電
鉄
の
開
通

19  

辰
口
温
泉
の
発
展

20  

能
美
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
神
田
重
義

21  

青
年
団
・
処
女
会
と
楽
団

22  

恐
慌
と
小
作
争
議
・
経
済
更
生
運
動

23  

手
取
川
大
洪
水

24  

女
子
教
育
の
拡
大
と
実
科
女
学
校
創
設

25  

戦
時
下
の
産
業

26  

銃
後
の
人
々
と
暮
ら
し

現 

代

1  

戦
後
の
混
乱
と
民
主
改
革

2  

郷
土
出
身
知
事
の
誕
生

3  

昭
和
の
合
併
と
能
美
郡
の
変
容

4  

「
お
つ
ぶ
け
」・「
ろ
ば
た
」・「
お
あ
さ
じ
」
三
人

の
名
物
町
長

5  

郷
土
出
身
国
会
議
員
の
誕
生

6  

郷
土
出
身
総
理
大
臣
の
誕
生

7  

郷
土
を
彩
る
時
代
の
開
拓
者
た
ち

8  

圃
場
整
備
と
農
業
の
発
展

9  

手
取
川
と
宮
竹
用
水

10 
 

工
場
誘
致
と
工
業
の
発
展

11  

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
出
現
と
ま
ち
な
み
の
変
容

12  

県
土
縦
断
、
大
動
脈
の
道
路
交
通

13  

戦
後
の
能
美
九
谷
と
茶
碗
ま
つ
り

14  

現
代
九
谷
の
名
工

15  

文
化
の
ま
ち
と
国
際
交
流

16  

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
と
レ
ジ
ャ
ー
の
変
遷

17  

加
賀
大
介
と
松
井
秀
喜
の
甲
子
園

18  

戦
後
の
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
変
遷

19  

祭
礼
の
継
承
と
葬
送
の
変
化

能
美
市
の
誕
生
と
発
展

1  

平
成
の
大
合
併
と
能
美
市
の
誕
生

2  

地
域
福
祉
と
地
域
医
療
の
充
実

3  

能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
と
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

4  
地
域
活
性
化
と
人
口
の
増
加

5  

特
産
品
と
「
の
み
ブ
ラ
ン
ド
」の
開
発

6  

旧
３
町
を
つ
な
ぐ
「
の
み
バ
ス
」
運
行
開
始

7  

北
陸
新
幹
線
と
IR

能
美
根
上
駅
を
市
の

活
性
化
に

8  

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
地
域

連
携

9  

誰
も
が
居
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り

10 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
す
る
ス
ポ
ー
ツ

土
壌

11  

「
能
美
古
墳
群
」が
国
指
定
史
跡
に

12  

「
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
加
賀

立
国
１
２
０
０
年

13  

能
き
美
し
き
ま
ち

14  

能
美
市
誕
生
20

年

　

目
次　
　

能
美
市
の
歩
み
を
101
項
目
に
ま
と
め
、
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
の
読
切
で
解
説

能美市史の刊行予定
◎能美市外の方のご注文方法

　遠方の方へは現金書留による代金のご送金

で、「図説 能美市の歴史」の販売を承ります

（送料※は実費負担）。

　1冊の場合　2,430 円（送料込み）

　　　　　　※レターパックライトが 430 円

　2 冊の場合　4,600 円（送料込み）

　　　　　　※レターパックプラスが 600 円

　詳しくは、市史編纂室または能美ふるさと

ミュージアムまでお問い合わせください。


